
審議会等議事概要

令和４年度 第２回滝川市いじめ問題対策連絡協議会 議事概要

日 時 令和５年１月27日（金）10:00～10:55

開催場所 滝川市役所 ３階 ３０１・３０２会議室

出席者

会 長：田中教育長

委 員：上田委員、佐野委員、今野委員、山本繁委員、牧野委員、田上委員

事務局：諏佐部長、橋本指導参事、佐藤課長、高橋課長補佐、小西主査、中谷主事

関主事

議 事

１ 開 会 進行：佐藤課長

２ 教育長挨拶 田中教育長

・本協議会につきましては、これまでも定例で年２回開催をし、委員の皆様からご意

見及びご指導をいただきまして、滝川市のいじめ防止に取り組んでおります。ま

た、いじめ防止につきましては、この本協議会の他にも教育支援委員会議や、絆づ

くり成果交流会を実施しております。絆づくり成果交流会は昨年 11 月にオンライ

ンで開催し、児童生徒がいじめの根絶や仲間づくりに主体的に取り組み、市内小中

学校で交流する様子を委員の皆様にもご覧いただきました。本日の協議案件といた

しましては、いじめアンケート調査の結果報告が主となります。今年度のいじめア

ンケート調査を基に、そこから見えてくるものなどございましたら、皆様方から引

き続きご意見及びご指導をいただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

３ 議 題 進行：田中会長

（１）協 議

①いじめ問題に関する児童生徒の実態把握に係る調査の概要と考察

②その他

①について、小西主査から説明

質疑応答等

委員）

・いじめ認知件数164 件について、どのような対応及び解決を行っていますか。

また、11 月に実施したいじめアンケートの「あなたは、今も嫌な思いをしていま

すか。」という項目において、市内中学校３校の８人の生徒が「ある」と回答して

おります。しかし、11 月以降のいじめに関する月別通報・相談（連絡）・発見件



数の報告では中学校の件数は０件となっております。「今も嫌な思いをしている」

と回答した８人については解決に至ったという事でしょうか。

事務局）

・いじめ認知 164件については、該当する児童生徒に対し、一人一人丁寧に教育相談

が行われております。担任だけではなく養護教諭や管理職も含めた職員全体で対応

し、いじめが解決されたと判断できるまで、最低３カ月以上該当児童生徒を見守っ

ております。その上で、解決に至っていない件は確認されておりません。また、中

学校において「今も嫌な思いをしている」と回答があった件について確認しており

ますが、いずれの件もある程度双方に原因があり、両者によく話を聞いて指導を行

い、解決に至っております。

委員）

・いじめに関する月別通報・相談（連絡）・発見件数について、小学校の件数が他の

月に比べて、６月と11月が多い理由をお聞かせください。

事務局）

・いじめアンケートを６月と 11 月の年２回実施をしているため、認知件数が集中し

ている状況になっております。

委員）

・いじめアンケートの結果から、小学校は学年が上がるにつれて認知件数は少なくな

ってきていることが分かります。中学校についても、学年が上がるにつれて、認知

件数は少なくなってきている傾向が見取れますので、取り組みの成果を実感してお

ります。また、町内会においてラジオ体操の実施など、地域ぐるみで子どもを見て

いる雰囲気を感じることから、いじめ防止の取り組みは学校のみならず、地域全体

の協力が大切であることを実感しております。しかしながら、アンケートによると

小学校・中学校ともに「いじめはどんな理由があっても許されないことだと思

う。」と回答する児童生徒が、100％に到達しておりません。学校としても、道徳

の授業及び生徒指導等を行い、児童生徒全員が「いじめはどんな理由があっても許

されない」と認識できるように、働きかけております。従って、児童生徒の内面に

寄り添った丁寧な指導や人間関係の育成の面において、常に危機感を持って取り組

みを継続する必要があると感じております。

委員）

・滝川市以外も含む、管内全体の人権相談件数について報告します。令和４年１月か

ら12月の人権相談は 57件ございました。そのうち、いじめに関する内容は１件ご

ざいました。令和３年の人権相談件数141 件と比較すると、今年は件数が大幅に減

っておりますが、いじめ件数は昨年と同じ１件となっております。また、人権相談

の中から人権侵犯の疑いのある事案は、令和４年１月から 12 月の期間で１件ござ



いました。いじめに関する人権侵犯の事案はございません。

空知管内の小学生全体を対象とした、ＳＯＳミニレターにつきまして、令和４年４

月から令和５年１月 26 日の期間において、２件確認しております。いずれもいじ

めに関するもので、小学校４年生と５年生から届いております。このことについて

は、管内全体での結果となり、滝川市で件数が発生しているかは伏せさせていただ

きます。

中学生人権作文コンテストにつきまして、令和４年度は空知管内全体で474 編の応

募があり、いじめをテーマとしたものは62編でした。

また、滝川人権擁護委員協議会の人権擁護委員が小学校で直接授業を行う活動につ

いて、管内小学校のうち、18校、60学級、1193 名に参加いただきました。滝川市

内の小学校におかれましては、６校中５校で実施し、合計 18 学級、512 名の児童

に参加いただきました。この活動では人権擁護委員が地域に密着し、身近なものを

通じて、人との繋がりや友達との関わり方を題材としております。身近な題材を基

にしていることから、児童も非常に聞きやすい内容となっております。本来は小学

校及び中学校、高等学校を対象としておりますが、実現しているのは小学校のみで

ございます。市内小学校６校中５校の実施は、他の地域から比べると利用率が高い

と思っております。

会長）

・人権相談の件数が去年に比べると約３分の１ですが、何か要因はありますか。

委員）

・周知不足が要因であることと、相談機関が増えてきている事が考えられます。

また、世間ではＳＮＳの相談にも力を入ることから、我々も電話全般からＳＮＳを

通じた相談にも対応していきたいと思っております。

委員）

・虐待案件について、例年と比較すると減っており、今年は数件となっております。

また、児童生徒については、状況に応じてこども発達支援センターも積極的に対応

をしております。

委員）

・滝川市の取り組みにより、アンケートのいじめ発生件数が減少しているのが分かり

ます。今後はさらに、地域住民や保護者の協力が必要となると思います。

また、教育業界における現在の子どもの問題点について、一般的には不登校及び、

少年非行、いじめの３点でございます。いじめの被害が拡大すると、いじめの被害

者は不登校に繋がります。いじめの加害者は、そのままにしておくと少年非行に繋

がることがあります。従って、いじめ問題は学校のみならず、行政や家庭等も一体

となって考えることが重要になります。

さらに、いじめが発生したときには初期対応が肝心です。初期対応が遅れてしまう



と、取り返しのつかないケースも可能性としてあり得ます。初期対応では、いじめ

発生時の状況把握が必要です。このことについて、学校や行政の危機管理意識やモ

チベーションをいかに保つかが重要となります。

委員）

・新型コロナウイルス感染症の流行以前は学校と多くの連携を取り、情報交換しなが

ら青少年健全育成を行っておりました。交通安全の街頭指導を実施する際には地域

の方にもご協力をいただきました。また、子どもの安心安全を守る取り組みとし

て、放課後の不審者による被害を防ぐ取り組みを行いました。しかし、直近の３年

間は新型コロナウイルス感染症の影響で、学校から地域に情報の発信が果たせてお

りません。このような状況であっても、学校への取り組みや、地域との連携は可能

な限り行いたいと考えております。また、実施が難しい内容については、どのよう

にすれば実施が可能かなど、考えていく必要があると思います。

委員）

・私も以前は教員であったため、いじめ問題に何度か直面をしております。特に中学

校では、いじめは目に見えにくいものです。そのため、教員がいじめ認知した時に

は事態が深刻化していたケースがございました。30 年から 40年前は担任の不名誉

になるという考え方が多くありました。その後、担任一人の問題ではなく、学校全

体の問題という考え方になり、対応がしやすくなったと思います。そのため、いじ

めに対して市内の学校全体あるいは市内全体で取り扱う姿勢が大事だと考えます。

会長）

・一人で抱え込まず、組織で対応することが浸透しつつありますが、全国的に見る

と、子どもたちが命を落とす悲しい事件がありますので、永遠にいじめ対策は続い

ていくと考えております。

委員）

・学校と家庭や地域、諸団体、関係機関が連携することが一番大切と思います。学校

ではコミュニティースクール等の組織も立ち上がりました。現在活動中ですが、学

校としては今年度の活動をさらに次年度へと、充実させて活発化させることを課題

としております。今後とも皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

②その他

会議の協議内容・開催について、小西主査から説明

・令和４年度以降の本協議会の開催について、これまで同様に年２回の開催を予定

しております。次年度も関係機関が実施している取り組みを共有できるよう、会

議内容を創意工夫してきたいと考えております。委員の皆様から、会議の開催に

関わることやその他のことについてご意見等をいただきたいです。



４ 連絡事項

・特になし

５ 閉 会

会議資料 会議次第


